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1．調査概要

　建築文化資源として、インド・マハーラーシュトラ

州の石窟寺院の評価と利活用の可能性と現状を評価す

る資料を提供することを目的に、3次元実測を中心と

した調査を行った。調査対象とした石窟は西インドの

ベドゥサー、クダー、アジャンターの各石窟群である。

石窟を文化資源として考えると、仏像などの彫像、壁

画や、扉口、窓枠、壁面、柱頭など建築部位の彫刻装

飾は、比較的小規模な美術工芸品的な評価をすること

ができる。また石窟単体は、その造営方法から全体が

彫刻作品としても評価できるものであるが、規模から

は建築遺産として評価できる。さらに石窟が集合して

構成している石窟群全体としてみると、橋やダム、閘

門などの土木遺産的な要素も加わる。本調査では、建

築遺産的、土木遺産的要素を中心に実測を行った。実

測調査日程は、2011年 2月から 4月、および 7月から
9月にかけてである。

　本報告書は、まず調査全体の概要と、建築文化資源

の利活用に関する報告を述べ、調査日程を記した後、

対象とした調査地の報告を調査順に行う。

石窟寺院について

　石窟という建築形式は世界各地に見られるが、イン

ドでは西インドに特に数が多く、その数は 1000を超

えている。インドの石窟の最大の特徴のひとつに、自

然にできた洞窟を利用したものがほとんどなく、人工

的に造られたものだということが挙げられる。宗教的

にも主に仏教が中心として広まり、ヒンドゥー教、ジャ

イナ教の石窟寺院に展開している。厳密に言うと最古

の石窟は紀元前 3世紀半ばと考えられる、ビハール州

バラーバル丘のローマス・リシ窟（アージーヴィカ教）

であるが、その後、仏教さらにヒンドゥー教、ジャイ

ナ教に引き継がれる。

　仏教石窟は、最初は教団の修行施設として造られた

ものであるが、通常石窟単体で造営されることは希で、

礼拝のための祠堂窟（チャイティヤ窟）と僧侶の住居

としての僧坊窟（ヴィハーラ窟）が組み合わされて石

窟群を形成している。2つから 3つの石窟で 1つの石

窟群を形成する場合から 50を超える石窟で形成する

場合がある。

　石窟は岩盤の中に穿たれているという構造上、暑期

には岩盤が自然の冷媒となって暑さを防ぎ、寒期には

逆に岩盤が石窟内の保温効果を高めるように作用す

る。詳細なデータは ASI（Archaeological Survey of India／

インド考古局）が保持しているが、外気温よりも 2～
3℃程は快適のようである。

　石窟はおそらく、僧の修業のため、人里から適当に

距離を保った山間部に仏教が中心となって開窟が始

まったものであると考えられる。西インドに石窟が集

中しているが、中でもデカン高原西部のマハーラー

シュトラ州には美術・建築的価値の高いものが多い。

石窟をつくるのに適した玄武岩による地形があったこ

とに起因するが、仏教に帰依した商人が行き来する、

アラビア海沿岸と内陸の王朝の都とを結ぶ通商路にあ

たる地域だったことも原因のひとつである。修行僧は

托鉢によって生活していたので、人や物資との、付か

ず離れずの位置関係を微妙に保ちながら仏教教団が維

持されていたのであろう。

　建築的には通常の平地に建てられた建築物の正面

ファサードと内部空間を断崖の中に写したものというこ

とができる。石窟は紀元前 3世紀から 7世紀頃まで造

営されられていたと考えられているが、建築学的に編

年する際、造営された年代が不明確な石窟を考える視

点として、木造建築的表現に忠実で、平面形が単純で

あるものがより古いという考え方が根強く残っている。

　仏教石窟は単独で存在するものがほとんどなく、い

くつかの石窟がまとまって存在している。石窟には礼

拝の対象である仏陀の象徴であるストゥーパを奥にま

つるチャイティヤ窟と、僧侶の居住空間として開窟さ

れたヴィハーラ窟がある。チャイティヤは、「聖なる

もの」を表し、仏教の場合、仏陀を象徴するものをさす。

ストゥーパの他に法輪、菩提樹、仏足石などを指すこ

とがある。しかし、仏舎利を祀ったストゥーパが礼拝
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の対象となり、これがチャイティヤの代名詞となった。

そのストゥーパを祀るお堂をチャイティヤ堂、石窟を

チャイティヤ窟と呼ぶようになっている。ヴィハーラ

は、もともと平地に木造またはレンガ造で建てられて

いた僧院のことでそれを石窟の建築形態に置き換えた

ものである。柱庭の 4面を囲うように僧房と呼ばれる

小室を配置するが、石窟では採光、掘削の関係上ホー

ルへの入口を外部に開いて正面廊としているのが一般

的である。小規模なものでは 1室の僧房に正面廊がつ

いたものから、列柱で囲まれた広間を中心として左右

後廊を介してそれぞれの壁に 7から 8の僧房を配した

大規模なもの、また後壁の中央に仏殿などの祠堂を祀

るものまでその平面類型は多様である。

調査目的

　従来の研究では、石窟内に残された碑文からその年

代を特定し、そこに施された主に建築的な彫刻意匠、

彫像の図像的解釈とその裏付けとなる文献との整合性

から、彫像の形態的、図像的展開を見ることなどに主

眼が置かれてきた。建築的には、柱や扉口に見られる

装飾的展開の研究、建築空間の発展などについての研

究が進められている。石窟には、通常の建築とは異な

る存在上の特徴があります。建築部材を組み立てる通

常の建築物とは異なり、岩壁を穿って空間を削り出す

石窟では、一度削ったところを改変、修復、交換する

ことはできず、全ての作業にその痕跡が残る。取り替

えのきかない素材を用いた彫刻のような感覚で建築空

間を構築するものだと言える。

　西インドの石窟寺院は、大きく分けて紀元前後に開

窟された前期窟と中断期をはさんで 5世紀以降に開窟

された後期窟に分けられるのが一般的である。アジャ

ンター、バージャーなどの代表的な石窟寺院は、詳細

な調査報告とともに修復保存の体制がとられている。

一方、前期の後半に開窟されたと考えられている石窟

寺院の中には、その重要性にもかかわらず、保存修復

が十分ではないものも見受けられる。これらの遺跡の

現状について調査し、建築的価値を評価するもととな

る資料を提供することを目的とする。

調査方法

　西インドに広く分布する石窟寺院の中からベドゥ

サー、クダー、アジャンターの 3つの石窟群を選定し、

それらの現在の保存状況を把握するために現地調査を

行い、遺構を考古学的、建築学的に評価する。現地調

査の際には、写真撮影、石窟の実測を行った。実測は
Topcon製レーザースキャナー GLS1500を用いて 3次元

実測を行った。

　インド、デカン大学院大学、考古学部、助教授、シュ

リーカント・ジャドウ博士（Shreekant S. Jadhav）の助

言をいただき調査を進めた。

調査対象

　西インドの石窟寺院で、プネー近郊のベドゥサー石

窟群、コンカンの海岸地方のクダー石窟群、西ガート

山脈の北縁にあるアジャンター石窟とした。

　ベドゥサー石窟は、西暦 1世紀に比定されている石

窟群で、貯水槽などの小さいものを含めると 15の石

窟で構成される。大規模なものは、第 7窟のチャイティ

ヤ窟と第 11窟のヴィハーラ窟である。チャイティヤ

窟は正面廊の建築モチーフの浮き彫り彫刻と柱上のミ

トゥナ像が特徴的で、ヴィハーラ窟は、インドで唯一、

馬蹄形平面をもつことが特筆されている。

　クダー石窟群は、ブラフミー文字で刻まれた多くの

碑文が残ることで有名な石窟群であるが、小規模で装

飾が少ない石窟が多いため、石窟自体の評価は高くな

い。主に碑文の様式から紀元前 2世紀から 4世紀の間

に開窟されたと考えられている。石窟には下から順に

番号がつけられていて、第 1窟から 14窟がほぼ同じ

高さに、少し階段を上がって第 15窟、さらに階段を

上がって第 16窟から第 19窟で構成されている。この

他に、急な斜面を登ったところに、さらに 7窟確認さ

れているが、器材の運搬等に支障を来すため、調査対

象には含めなかった。これらの石窟には、ストゥーパ

をまつるチャイティヤ窟が 4つ（第 1、6、9、15窟）あっ

て、そのほかはヴィハーラ窟である。石窟相互の関係

を見る観点からは非常に興味深い石窟群で、特に第 1

窟から第 9窟にかけては、大小の石窟がいくらかの高

低差を持って密接に集合している。

　アジャンター石窟は、石窟群のほぼ中央に位置する

前期石窟（第 9、10、12、13窟）と、その両側に開窟さ

れた後期石窟で構成されています。前期石窟は紀元前

後、後期石窟は第 16窟に残る銘文から 5世紀後半に

開窟されたものと考えられている。実際に実測調査を

行ったのは、ASIから許可の下りた石窟群の西側の壁

画のあまりない 21窟から 27窟までである。これらの

石窟は隣り合う石窟が入り組んでいて、石窟相互の関

係から非常に興味深い。
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壁画に触れるにはよい試みであると思われるが、建設

に既に 10年かかっており、未だに躯体工事が完成し

ていない。様々な試みがなされているが、全てがうま

くいっているわけではない。

　アジャンター石窟では、第 1、2、16、17窟の壁画の保

存、修復が第一義で、以下、その他の石窟を含めた彫刻、

建築、外構の順に重要度が決められている。したがっ

て、壁画、天井画に近づくことは厳しく規制されてい

るが、実際に手に触れることのできるところに遺跡が

あって、比較的自由に彫像に触れることができる。

　アジャンター石窟には、石窟の管理と保存修復

のために 100人以上の人材が従事している。従事者

は 4つの部署、すなわち石窟全体の管理をする部署

（administrative branch）、主に壁画と彫刻の修復を担当す

る部署（chemical branch）、観光施設としての石窟の防

犯や規律保持のための部署（security branch）、落石を防

ぐ工事や歩道の拡幅整備などを行う部署（maintenance 

branch）に分かれてそれぞれの職務を果たしている。

　一方、クダー石窟、ベドゥサー石窟は州政府の考古

局（Archaeological Survey of Maharashutra）が管理する遺

跡で、入場料は徴収していない。この管理上の差異は、

インド考古局の遺跡の保存に関する重要度によって決

定されているものであるが、これが観光資源としての

重要度とも密接に関係している。

　クダー石窟は、コンカン地方の地方都市ローハ

（Roha）から、ロハ・ムルド街道（Roha-Murud Rd）を
20kmほど南に行ったところにある。山道を自動車で

石窟の眼前まで行くことができるが、定期バスの運行

している近隣のクダー村からは徒歩で 30分程度山道

を登る必要がある。遺跡としての評価が高くないため、

観光客はほとんど訪れない。常駐する管理業務に従事

する人材は 1名で、村の農業と兼業で毎日石窟に来る

わけではない。実際の作業は定期的な清掃と雑草の除

去である。

　ベドゥサー石窟は、ムンバイ・プネー高速国道

（National Highway）4号線とほぼ並行して走るムンバイ・

プネー高速道（Mumbai-Pune Highway）から地方道で

あるパヴァナナガル・カムシェット街道（Pavananagar-

Kamshet Rd）に入り、1kmほど南西に向かい、ベドゥ

セ・ガオン街道（Bedse-Gaon Rd）を 2km程北西に行っ

た、ベドゥサー村からアプローチする。この村から山

の斜面の急な階段を 400段ほど上る。駐車場はなく、

観光客はほとんど訪れない。観光のためのアクセスが

十分整備されているとは言えず、ベドゥサーからムン
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　調査対象とした石窟群は、西インドの石窟群の中で

も比較的知名度のある石窟である。これらの石窟には、

彫刻、絵画作品としての美術的価値、石窟単体として

の建築的価値、石窟群全体としての土木的価値がある

と考えられる。この複合した価値評価を歴史的文化資

源ととらえ、その観光的利活用について現状を報告す

る。調査した遺跡は観光的利活用の観点から 2つに分

類することができる。1つは数多く訪れる観光客を以下

に効率よく観光してもらい、遺跡を保存するかが課題

となっているアジャンター石窟である。もう一つは、ほ

とんど観光客が訪れず、遺跡の維持のために最小限の

人材をさいているクダー石窟、ベドゥサー石窟である。

　アジャンターはインド中央政府のインド考古局

（Archaeological Survey of India）の管理下に置かれ、さら

に世界遺産に指定されており、観光客も多い。また日

本政府の JAICAの支援を含め、世界各国から修復の

技術提供が行われている。

　アジャンター石窟へは、主に国内線の空港のある主

要都市オーランガバード（Aurangabad）から主要高速州

道（Major State Highway）8号線で 97km移動するか、も

しくは鉄道の主要駅であるジャルガオン（Jalgaon）ま

たはブサワル（Bhusawal）より高速州道（State Highway）
186号線から主要高速州道 8号線でアプローチする。

ムンバイ、デリー等の大都市からは距離があるため、

鉄道、空港、道路を一体として整備することが観光資

源として活用するためには必要な措置であろう。

　アジャンターでは主要州高速道 8号線沿線に、建設

された T-ポイントと呼ばれる施設で、バスを乗り換

える必要がある。オーランガバード（Aurangabad）か

らムクタイナガル（Muktainagar）を経て、マディヤ・

プラデーシュ州との州境に至る、主要高速州道 8号線

にアジャンターからの観光道路が T字形にぶつかっ

ているためにこう呼ばれる。自家用車で訪れた場合に

もここで、アジャンターまでの 7kmを往復する環境

に配慮した低公害バスに乗り換える。環境に配慮した

パークアンドライドである。Tポイントには、駐車場

に隣接して大きなショッピングモールがあって、さら

にアジャンター石窟の主要な石窟の壁画を展示する施

設も建設中である。第 1、2、16、17窟と同じ規模のレ

プリカを建設し写真撮影した壁画の展示を行うもので

ある。中国の敦煌遺跡にも同様の施設がある。実際の

石窟は壁画保護のために証明が制限され、懐中電灯な

どを用いない限りほとんど見えない。観光客が身近に
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バイの方向に約 9kmのところにカールラー石窟（Karla 

Caves）、バージャー石窟（Baja Caves）に至る分岐点が

ある。左右に分かれて進むとそれぞれの遺跡に到達す

るが、これらの遺跡は、双方とも ASIの管理下にある。

いずれの石窟も大規模で、前期石窟の代表として挙げ

られている。さらにカールラー石窟は、主要なチャイ

ティヤ窟の前庭に、女神アーイ・エクヴィーラ（Aai 

Ekveera）を祀るヒンドゥー教寺院があって、現在でも

信仰を集めている。石窟自体の遺跡としての評価に加

えて、現在も信仰対象とされている寺院の存在も重要

であろう。ベドゥサー第 11窟の最も奥の僧房左側に

は、ヒンドゥー教の女神のレリーフがあって、現在で

も礼拝は続いているが、礼拝する人々はごく限られて

いる。

　クダー、ベドゥサー石窟に限らず古代仏教遺跡は、

まず遺跡として保存することが必要で、それ以外の活

用方法は考えられない。アジャンターを訪れる観光客

の中に、インド国内はもとより、東南アジア、東アジ

アからの巡礼者が見受けられる。仏教の巡礼と関連付

けることによって観光資源としての利活用をはかるこ

とができるかもしれない。

2．調査日程

　実測調査期間は、2011年 2月から 4月、および 7月

から 9月にかけてであるが、調査日程は以下のとおり

である。

2010年度 実測調査（2011年 2月から 4月）
2月15日　ムンバイ着
2月18日　アジャンター石窟 26, 24, 23, 21, 17, 16, 1窟調査
2月19日　アジャンター石窟 16窟調査
2月20日　アジャンター石窟 17, 21, 16, 11, 2窟調査
2月21日　データ整理
2月22日　アジャンター石窟 17, 6L, 1窟調査
2月23日　アジャンター石窟 17, 20, 15, 4窟調査
2月24日　アジャンター石窟 2窟調査
2月25日　アジャンター石窟 10窟調査
2月26日　アジャンター石窟 9, 2窟調査
2月27日　アジャンター石窟扉口調査
2月28日　ガトートカッチャ石窟調査
3月 1日　アジャンター石窟扉口調査
3月 2日　アジャンター石窟 6U, 1窟調査
3月 3日　アジャンター石窟 17, 16, 1窟調査

3月 4日　アジャンター石窟 1, 26, 14, 4, 2窟調査
3月 5日　アジャンター石窟→プネー
3月 6日　調査打ち合わせ
3月 7日　ベドゥサー石窟ヴィハーラ窟 3次元実測調査
3月 8日　ベドゥサー石窟ヴィハーラ窟 3次元実測調査
3月 9日　ベドゥサー石窟ヴィハーラ窟 3次元実測調査
3月10日　ベドゥサー石窟チャイティヤ窟 3次元実測

調査
3月11日　ベドゥサー石窟チャイティヤ窟 3次元実測

調査
3月12日　ベドゥサー石窟チャイティヤ窟 3次元実測

調査
3月13日　ベドゥサー石窟チャイティヤ窟 3次元実測

調査
3月14日　ベドゥサー石窟ヴィハーラ窟調査
3月15日　ベドゥサー石窟チャイティヤ窟調査
3月16日　ベドゥサー石窟チャイティヤ窟調査
3月17日　プネー→ローハ（クダー石窟近郊）
3月18日　クダー石窟 6窟 3次元実測調査
3月19日　クダー石窟 6窟 3次元実測調査
3月20日　クダー石窟 1窟 3次元実測調査
3月21日　クダー石窟 1窟 , 4窟 3次元実測調査
3月22日　クダー石窟 4窟 , 5窟 3次元実測調査
3月23日　クダー石窟 2窟 , 3窟 , 7窟 3次元実測調査
3月24日　クダー石窟 8窟 3次元実測調査
3月25日　クダー石窟 9窟、ファサード 3次元実測調査
3月26日　クダー石窟 15窟 3次元実測調査
3月27日　クダー石窟 16窟－19窟 3次元実測調査
3月28日　クダー石窟→プネー
3月29日　バージャ石窟、カールラー石窟調査
3月30日　プネー大学にて特別講義
4月 3日　ムンバイ発

2011年度 実測調査（2011年 7月から 10月）
7月19日　プネー
7月20日　デカン大学院大学調査打ち合わせ
7月21日　プネー大学調査打ち合わせ
7月22日　データ整理
7月23日　データ整理
7月24日　データ整理
7月25日　データ整理
7月26日　デカン大学院大学講演
7月27日　デカン大学院大学調査打ち合わせ
7月28日　データ整理
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7月29日　デカン大学院大学調査打ち合わせ
7月30日　データ整理
7月31日　データ整理
8月 1日 　データ整理
8月 2日　デカン大学院大学調査打ち合わせ
8月 3日　プネー→オーランガバード
8月 4日　ASI調査打ち合わせ（オーランガバード）
8月 5日　データ整理
8月 6日　データ整理
8月 7日　データ整理
8月 8日　ASI調査打ち合わせ（オーランガバード）
8月 9日　データ整理
8月10日　データ整理
8月11日　データ整理
8月12日　ASI調査打ち合わせ（オーランガバード）
8月13日　データ整理
8月14日　アジャンター石窟 19, 17, U6窟調査
8月15日　データ整理
8月16日　アジャンター石窟 19, 17, 16窟調査
8月17日　アジャンター石窟 2, 1窟調査
8月18日　アジャンター石窟 15, 11, 7, L6窟調査
8月19日　アジャンター石窟 26窟調査
8月20日　アジャンター村
8月21日　エローラ石窟調査
8月22日　ASI調査打ち合わせ（オーランガバード）
8月23日　ASI調査打ち合わせ（オーランガバード）
8月24日　データ整理
8月25日　豪雨により調査中止
8月26日　アジャンター石窟 26窟 3次元実測調査
8月27日　アジャンター石窟26窟, 25窟3次元実測調査
8月28日　アジャンター石窟 23窟正面廊 3次元実測

調査
8月29日　アジャンター石窟全景 3次元実測調査
8月30日　アジャンター石窟 27窟 3次元実測調査
8月31日　アジャンター石窟 27窟 3次元実測調査
8月 1日　アジャンター石窟 24窟 3次元実測調査
9月 2日　アジャンター石窟 26窟左翼（LW）3次元

実測調査
9月 3日　アジャンター石窟 26窟右翼（RW）3次元

実測調査
9月 4日　アジャンター石窟 26窟右翼（RW）3次元

実測調査
9月 5日　アジャンター石窟全景 3次元実測調査
9月 6日　アジャンター石窟 21窟正面廊, 24窟 3次元

実測調査
9月 7日　アジャンター石窟 23窟 3次元実測調査
9月 8日　アジャンター石窟 24窟 3次元実測調査
9月 9日　データ整理
9月10日　データ整理
9月11日　データ整理
9月12日　データ整理
9月13日　データ整理
9日14日　データ整理
9日15日　データ整理
9月16日　データ整理
9月17日　データ整理
9月18日　アジャンター石窟 17窟調査
9月19日　データ整理
9月20日　アジャンター石窟 10窟調査
9月21日　アジャンター石窟ファサード , 27, 24, 26窟

調査
9月22日　アジャンター石窟ファサード , 23窟調査
9月23日　アジャンター石窟 23窟調査
9月24日　アジャンター石窟 23, 24窟調査
9月25日　アジャンター石窟 1, 10窟調査
9月26日　アジャンター石窟 29, 21 - 26窟調査
9月27日　データ整理
9月28日　アジャンター→プネー
9月29日　アジャンター石窟
9月30日　デカン大学院大学調査打ち合わせ

10月 1日　データ整理
10月 2日　データ整理
10月 3日　プネー→ムンバイ
10月 4日　ムンバイ発

3．ベドゥサー石窟（Fig. 1-39）

　ベドゥサー石窟はカールラー、バージャー石窟とと

もにプネー近郊の前期仏教石窟で、バージャー石窟群

から 9km南東に離れた、同じ山脈の東側に位置する

小規模な石窟群である。海抜 660m程度の位置で、山

の中腹にあるため、直下のベドゥサー村からは 400段

以上の階段を上る必要がある。

　ベドゥサー石窟群はごく小規模な貯水槽まで数え

あげても全部で 15の石窟群で南から順番に番号が付

けられている。主な石窟はチャイティヤ窟の第 7窟と

ヴィハーラ窟の第 11窟である。造営年代はサータヴ

アーハナ時代の前期石窟の隆盛期である西暦 1世紀前
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半頃とみられる。

　第 1窟と 3窟はストゥーパを持つチャイティヤ窟で

あるが、いずれも未完である。第 1窟は前廊を彫り込

み、円形平面の祠堂に荒削りのストゥーパが残ってい

る。第 3窟は奉献塔（votive stupa）のように、露出し

たストゥーパが掘り出されている。

　第 10窟は未完の僧房であるが、ほぼ同じ大きさの

室が前後に計画されていたものと考えられる。前室に

あたる室の右壁に、第 11窟左前室僧房との間に貫通

孔がみられる。

　その他の第 2, 3, 4, 5, 6, 8, 9窟は、貯水槽である。

第 7窟　チャイティヤ窟（Fig. 4-25）

　チャイティヤ窟である第７窟は、細いアプローチの

奥に石窟が造営されている。ベドゥサーに限らず、チャ

イティヤ窟は必要な高さを確保するためにファサード

をセットバックする必要がある。他の石窟群では（例

えばクダー石窟）、ファサードまでの岩塊を全て取り

除いているが、ベドゥサーの場合は、石窟中央と上部

だけの岩塊を取り除き、その他はそのまま掘り残して

いる。そのため、外部からみると僅かに正面廊正面の

列柱の柱頭だけをうかがうことができる。この通路を

奥に進むと正面廊に至る。

　正面廊は 2本の柱と左右の付柱で、列柱廊を構成し

ている。この列柱は石窟内部の柱よりも正面廊の天井

が高く柱間がある分だけ太く造られている。石窟内部

の列柱が単純な八角柱で無装飾であるのに対し、これ

ら正面廊列柱は、柱身こそ八角柱であるが、柱礎が水

瓶型となり、複雑な柱頭装飾を持つ。柱頭は鐘型蓮弁

の上に枠入りの溝彫付きアーマラカ（円盤）を置き、

逆ピラミッド型の層を重ねて、その上に騎馬供養者を

載せている。馬や象に乗った供養者は男女一対のミ

トゥナ像で自然で整った表現となっている象の牙や逆

ピラミッドの層などに欠損がみられ、木片で補った痕

跡がみられる。供養者像の上には垂木を象った表現が

みられるが垂木尻にも同様の欠損を補修した痕跡があ

る垂木尻の間と、逆ピラミッドの層の装飾の最上部に

は等間隔に金具を用いた痕跡があり、これは花綱など

をかけて石窟正面を荘厳したものではないかと考えら

れる。

　正面廊奥壁と側壁全体は建築モチーフが施され、4

層の構造物を想像させる。各層には大きなチャイティ

ヤ窓と小さなチャイティヤ窓が一組になってこれに欄

干の装飾や迫り出しのモチーフが組み合わされて、各

層で異なった様相を呈している。左右のモチーフは層

ごとに同じであるが、細部をみると垂木尻の数、欄干

の数、格子模様の有無などが異なっている。

　正面廊奥壁には中央に主扉口、右側に縦長の擬似格

子窓、左には格子窓と同じ幅の入口がある。擬似格子

窓の下には欄干のレリーフが設けられている。これら

の開口部は、入口上部にチャイティヤ窓と同じ装飾を

持つ。左側の入口は上部の装飾が擬似格子窓と同じで

あること、下の欄干が不自然に不連続なことから、格

子窓が入口に改変されたものであると考えられる。開

口部の上部には大きなチャイティヤ窓が設けられ、そ

の周囲に側壁から連続するチャイティヤ窓と欄干の建

築モチーフが続く。チャイティヤ窓の枠の直下は、擬

似格子窓となっている。実際の建築では、大きな荷重

を受ける窓枠が開口部のすぐ上に来ることは合理的で

はない。枠を支える柱などを用いるべきところに、枠

を支えることのできない開口部が存在するのである。

もともと大きな岩塊から比較的自由に造形することが

できる彫刻的要素を含んだ石窟独特のデザインといえ

よう。開口部の上のチャイティヤ窓の装飾はその頂部

が削り取られており、木造の部材をはめ込んだものだ

と考えられる。大きなチャイティヤ窓との関連性も考

慮に入れる必要があるかもしれない。

　側壁にはそれぞれ二つずつの僧坊が設けられてい

る。右壁はそれぞれ 2つずつの寝台が彫り出され、ほ

ぼ完成しているが、左壁の僧房は、手前の僧房が扉口

とその周辺部しか完成していない。一方、チャイティ

ヤ堂内左廊最前部には扉口装飾はない未完の僧房が開

けられている。この堂内の僧房からは断層から水が出

るので、造営当時に水はけのための排水溝が手前の僧

房への貫通孔として開けられている。

　チャイティヤ窟の内部は計 26本の列柱があり、手

前の矩形断面を持つ 2本の柱を除き、すべて 8角柱の

列柱で、いずれも柱礎・柱頭はなく、左奥の 5本の柱

の柱身に微かに数種類の吉祥文が認められるだけで、

正面廊の列柱にみられたように装飾は見られない。

　ストウーパは高い二重の基壇で、段の変わるところ

に欄干のモチーフが設けられ、下段の基壇が高くなっ

ている。この上に球状の伏鉢がのり、平頭部には逆ピ

ラミッド形のモチーフが用いられている。その上には

造営当初の木製の傘竿が現在まで残り、その傘竿頂部

には傘蓋を支えていた蓮華が彫られている。

　天井には木製の輪垂木をはめた痕跡が、チャイティ

ヤ窓には、窓枠をはめた痕跡もみられる。
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　また、左側の列柱の手前 2本に、剣を執る男性像と、

四角い白い扇をもった人物が描かれていたとの報告が

あるが、現在は鮮明に確認することはできない。なお

天井画は不鮮明で図像の痕跡は確認できない。J.バー

ジェス（調査時）は列柱に仏陀の三尊像が描かれてい

たことを伝えている。ただ、全体を覆っていた白い漆

喰と一緒に、窟を洗浄するという理由で全て取り除か

れてしまったようである（J.Fergusson＆ J.Burgess（1969）：
230-231）。

　

第 11窟　ヴィハーラ窟（Fig. 26-39）

　第 11窟は、西インドで唯一の馬蹄形プランのヴィ

ハーラ窟である。天井もヴォールト状になっていて、

チャイティヤ窟と形状が非常に類似しているが、以下

の 2点がチャイティヤ窟と大きく異なっている。一つ

は、ヴォールトの曲率がチャイティヤ窟ほど強くない

ことである。身廊と側廊の区別のないこの石窟では、

側廊より一段高く幅が狭くなる身廊の曲率を、石窟全

体に用いることは合理性に欠けていたのかもしれな

い。もう一つは輪垂木を用いた痕跡がなく、天井画も

確認できないことである。どのような理由で、チャイ

ティヤ窟に類似した平面、断面形状でヴィハーラ窟を

造営したのは定かではないが、礼拝空間であるチャイ

ティヤ窟とは、用途が異なるため、居住のためには必

要以上に高い天井高は必要なかったこと、礼拝空間と

同じ天井装飾は用いることができなかったことが考え

られる。

　この馬蹄形ブランの広間を 13の僧房が囲んでいる。

ファサードは崩落しているが、木造ファサードの痕跡

がみられる。木造の壁の痕跡が 2重にみられることか

ら、正面廊のあるファサードの構成をうかがうことが

できる。一番外側の僧房と 2列目の僧房の間には、上

部のみにみられる覆い状の木造部材の痕跡がみられ

る。2列目と 3列目の間には、壁を構成していた木造

部材の痕跡がみられる。一番外側が前室僧房、2列目

が正面廊僧坊、3列目以降が広間の僧房と見ることが

できる。

　ヴィハーラ窟前庭右側手前に貯水槽が設けられてい

るため、前庭右僧房は僧房の幅が狭く寝台も側壁では

なく後壁に造られている。また前庭左僧房（CL）は、

岩塊の状況からかセットバックして開窟されている。

さらに正面廊僧坊（PL）も十分な幅が得られなかった

ためか縦長もプロポーションとなっている。特に正面

廊左僧房は、石窟内部の壁面とは傾いて開窟されてい

る。このため、第 10窟と CL, PL, L1の付近は混雑して

おり、CLと第 10窟、CLと PLとの間にそれぞれ貫通

孔がある。広間の僧房は特に、馬蹄形になって角度の

ついている奥の僧房で、相互の距離に余裕がみられる。

　石窟側壁をみると、奥に行くにしたがって広がって

いる。初期石窟にみられる特徴で、建築的に初期の未

発達の開窟技術の痕跡を示すものである。ヴォールト

天井の下の側壁の装飾は、僧房扉口の装飾としてチャ

イティヤ窓より上のエンタブラチュアとさらに下の壁

面というように分けてみることができる。エンタブラ

チュアは、天井と壁面より一段迫り出している。エン

タブラチュアの最下層は垂木尻の上に欄干のモチーフ

が連続し、僧房の扉口の上だけチャイティヤ窓の装飾

で中断されている。最上層は、最下層より細かい欄干

がめぐっている。欄干の間は平坦な壁がめぐっている。

僧房の扉口は、チャイティヤ窓のモチーフの下に扉枠

を設け、チャイティヤ窓の外側に付柱を設けている。

隣の僧房の付柱との間に格子窓を設けているが、これ

は偽窓である。付柱、格子窓はそれぞれの僧房ごとに

デザインが異なっている。

　壁の最下部に着目すると、左壁にのみ雑巾摺がみら

れる（Fig. 37, 38）。石窟最深部の L5付近でなだらかに

雑巾摺の高さが減じて、段差が解消し雑巾摺のない右

壁との矛盾を解決している。

　左壁第 3僧房（L3）を例に僧房内部をみると、扉口

上部に扉を開閉する回転軸を支えた木材を嵌め込んだ

痕跡があり、内開きの扉が取り付けられていたことが

わかる（Fig. 34）。中央の床をはさんで左右に寝台が

彫り出されている（Fig. 29）。この寝台には側面はも

とより天板にも、宝物に類したものか、儀式に用いた

ものか分からないが、収納のためになされた工夫が見

受けられる（Fig. 36）。

　最深部の僧房（L5）の扉口には、扉枠の左側にヒン

ドゥー教の女神像を置くニッチが設けられている。女

神像が黒く変色し、所々原色の色粉がつけられてお

り、現在でも燈火と香油によるプージャ（礼拝）が行

われていることが分かる。またニッチの左側には燭台

があってこちらも煤けている。これらの像や燭台は当

初のものかどうかは分からない。

4．クダー石窟（Fig. 40-91）

　グダー石窟群は、ムンバイの南、直線距離で 100km

程のところにあるラージャプーリー湾を望むなだらか
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な丘の西面に開窟されている、どこまで細かく数える

かによって異なるが、大小合わせて 20以上の石窟が

存在する。後述の第 6窟を除いては彫像がなく、ほと

んどの石窟は建築装師もないため、早くからその存在

を知られていたにもかかわらず、脚光を浴びることは

少なかった。一般的に用いられている石窟番号を用

いると、第 1窟から 14窟までが北から南に向かって

ほぼ同じ高さに連続して開窟されており、第 15窟が

第 14窟から 50m程南に、そして残りの石窟は第 15窟

の上の階段を上った所に開窟されている。これらの石

窟のうち、チャイティヤ窟が第 1, 6 ,9, 15窟の計 4窟、

その他はほぼ同じ形式で大きさの異なるヴィハーラ窟

である。

第 1窟（Fig. 43, 46-50）

　ラージャブーリー湾を望む丘の西側に沿って登って

いくと最初にあるのがこの石窟である。石窟は正面廊

と広間、その奥に祠堂前室とストゥーパをまつる祠堂

が一列に配置されている。正面廊左に僧房があって、

扉を取り付けた痕跡のある扉口の上に刻文が刻まれ

ている。正面廊の柱は柱頭、柱礎に装飾のない 8角柱

で、両端にピラスターを置く。このピラスターは、い

わゆる砂時計型（hourglass pattern）といわれるもので、

ピラスターの上端に下に張り出した半円形、中央部に

上に張り出した半円形が彫り込まれている。これは

ナーシクなどに見られる蓮華を象った蓮華柱の輸郭の

みが描かれた簡略形であろうと考えられている。広間

の扉口は大きく開き、扉を取り付けた痕跡はない。柱

のない平天井の広間には壁際にもベンチは設けられて

いない。広間と祠堂前室は 2本の 8角柱と、砂時計型

のピラスターで隔てられており、これらは低いプラッ

トフォームに載る。左側の柱は床、天井に接する部分

のみが残る。前室の左右奥壁にはベンチが設けられて

いる。前室の柱間とほぼ同じ幅の大きな開口部を持つ

祠堂はほぼ正方形であるが、奥に行くに従って幅が広

がっている。また祠堂前室よりも一段床が高く、平天

井も高くなっている。ストゥーパは祠堂の中央奥に掘

り出され、ハーミカーは天井に達する。アンダは扁平

の卵形で、基壇に載っている。

第 2窟（Fig. 43, 51）

　第 1窟の右側にあるこの石窟は、正面廊とその奥の

僧坊で構成されている小規模なヴィハーラ窟である。

寝台が正面廊と奥の僧坊にそれぞれ一つずつ設けられ

ている。正面廊には左側に大きな開口部と右側に入口

がある。第 1窟に非常に近い位置に開窟されているた

め正面廊の寝台が第1窟の前庭との間に貫通孔がある。

第 3窟（Fig. 43, 52-55）

　第 2窟同様、正面廊とその奥の僧坊で構成されてい

る小規模なヴィハーラ窟である。正面廊中央よりやや

右に幅の狭い入口があり、両側に窓が設けられている。

この入口に扉の痕跡はない。右側の窓の外の側壁には

ストゥーパの浮き彫り装飾がある。正面廊右にはニッ

チが設けられているが柱形などの装飾浮き彫りはな

い。奥の僧坊には左側にニッチが設けられており、寝

台として用いられていたことは想像に難くない。

　ヴィハーラ窟は、概して無装飾で、前庭の奥に正面

廊を介して、さらにその奥に僧坊を設けるものがほと

んどである。正面廊は右側に入口、左側に窓を設ける

ものが多く、正面廊入口には第 16窟から 19窟に扉を

取り付けた痕跡がみられるが、その他にはない。しか

し、僧坊入口には必ず扉が取り付けられた痕跡が残っ

ており、僧坊の左右奥壁のいずれかには修行僧の寝台

として用いられたと考えられるニッチが設けられてい

る。クダー石窟の寝台は、ベドゥサー、アジャンター

前期窟などその他の石窟の寝台と比べると高い位置に

設けられている。

第 4窟（Fig. 56-60）

　正面廊と比較的広い広間で構成されている。前庭と

正面廊は二本の八角柱と、両端の砂時計型ピラスター

で隔てられ、中央から階段で入る。柱とピラスターの

間には外側に欄干があって、正面廊側はベンチとなっ

ている。正面廊奥壁は中央に肩口、左右にそれぞれ大

きな窓を持つ。中央の扉口に扉を付けた痕跡はない、

広間の左右奥壁にベンチが設けられている。奥壁は平

坦ではなく、開窟が放棄された祠堂前室とするための

列柱と考えられる痕跡が残る。石窟の規模と左右の壁

に僧房がないことを考え合わせると、チャイティヤ窟

の開窟を意図していたものではないかと考えられる。

第 5窟（Fig. 43, 44, 61-63）

　第 4窟に近接したこの石窟は、クダー石窟群の小規

模なヴィハーラ窟の中では際だって複雑な平面を呈し

ている。広い前庭の左には貯水槽が設けられており、

正面廊のファサードは倒壊しているが、2本の矩形断

面の柱のうち右側が残る。敷居を超えた正面廊は横長
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のホールになっていて右壁に寝台状の壁龕が設けられ

ている。この奥にはさらに一段高い廊が左右に設けら

れ、それぞれ僧坊につながっている。左側は解放され

た廊で、右側に壁龕があり、正面右側の扉の痕跡残る

入口を入ると正面に寝台と左側にもう一つの僧坊への

入口があり、奥の僧坊にも寝台が設けられている。右

側は、小さな前室状の廊で、奥に奥壁に寝台状の壁龕

のある僧坊が設けられている。

第 6窟（Fig. 44, 64-74）

　クダーで唯一彫像の残るチャイティヤ窟で最も規模

が大きい｡ クダーの他のチャイティヤ同様、正面廊、

広間、前室、祠堂で構成されているが､ 正面廊ではな

く祠堂前室の左壁に僧房が穿たれている。正面廊中央

には階段があって､ その脇には四角形断面の柱礎を持

ち柱頭のない八角柱かおる。八角柱と壁際にある四角

形断面のピラスターとの間には欄干のレリーフかおり、

正面廊側はベンチになっている。ピラスターには後世

に彫られた仏像のレリーフがある。正面廊に房室は設

けられていないが、左壁上部に刻文が刻まれている。

　奥壁には中央に大きな肩口とその左右にほぼ正方形

の窓が設けられている。ほぼ正方形の広間には左右奥

壁にベンチが設けられている｡ 左右側壁の後部には後

世に彫られた仏像がレリーフされている｡ 奥壁は中央

に両側に八角柱のある階段のついた大きな開口部があ

り、柱と砂時計型のピラスターの間には像のレリーフ

のある欄干か設けられている。ピラスターの外側には、

男女のほぼ等身大の像があるが、左右の壁の奥を彫り

込んで彫像の領域が確保されている。

　祠堂前室には左壁に房室が開窟されている。房室の

右側にはベッドが掘り出されていてその奥にニッチが

設けられている。縦長の祠堂の奥の方にストウーパが

あって、その前に桂を立てて、梁を支えた痕跡が残る。

　おそらく祠堂の開口部が広いため､ ストウーパを聖化

するための幕が張られたものではないかと推察される。

第 7窟（Fig. 44）

　この窟は、第 6窟に非常に近接しているが、1.5m程

床が高い位置に開窟されている。小さな前庭の奥にあ

る正面廊のファサードは 2本の八角柱と両端の付柱で

区切られているが、階段が中央ではなく左端の付柱と

左柱の間に設けられている。付柱には砂時計形の装飾

がみられる。その他の柱間はカクシャーサナ（背もた

れ付きベンチ）が付けられている。正面廊には右壁に

寝台が設けられ、寝台の前に奥の僧坊への入口が開い

ている。僧坊には左壁に寝台が設けられている。

第 8窟（Fig.44）

　正面廊とその奥の僧坊で構成された石窟であるが、

正面廊のファサードは倒壊している。正面廊右壁に

ニッチが設けられ、さらに奥壁に扉口の痕跡のある入

口の奥の僧坊にもう壁にニッチが設けられている。こ

の石窟は、外側の岩の角度にしたがって、両側の第 7, 

9窟より左に傾いて開窟されている。

第 9窟（Fig.44, 74-77）

　正面廊と祠堂のみで構成されたチャイティヤ窟で､

他のチャイティヤ窟より規模が小さい。前庭はなく、

他の石窟よりも 5m程高いところに開宴され、当初は

階段がついていた。正面廊の柱は八角柱で柱礎に壷飾

り、柱頭にベル形の装飾があるが、ピラスターは八角

柱で柱礎にも柱頭にも装飾はない。正面廊左壁には、

その前面が崩壊しているが僧房が穿たれており、右壁

上部には刻文が残る。祠堂は奥行きの長い長方形平面

で、後方にストウーパがある。

第 10窟（Fig. 44, 78）

　この石窟は、正面廊とその奥の僧坊で構成されてい

る。正面廊のファサードは倒壊しているが、右側の入

口と左側の大きな開口部の痕跡はうかがうことができ

る。正面廊にはニッチはない。扉の痕跡のある入口の

奥には、奥壁に寝台のある僧坊がある。

第 11窟（Fig. 44, 79）

　もともとこの石窟は奥壁に寝台のある僧坊とその手

前の正面廊で構成されていたが、正面廊は右壁にある

ニッチを残してほぼ倒壊している。正面廊は右側に入

口、左側に開口部の痕跡がみられる。

第 12窟（Fig. 44, 79）

　この石窟は、ファサードが倒壊しているが、薄い壁

で隔てられた 2つの室で構成されている。左側にある

幅の広く奥行きの浅い石窟が 12窟ａは、クダーでは

唯一の平面形で、僧坊として用いられたとは考えられ

ない。集会等の目的に用いられていたと考えられてい

る、カンヘリー、エローラなどにみられる横長平面の

石窟との関連性があるかもしれない。この右隣にある
12窟ｂは、クダーに典型的なヴィハーラ窟の平面を
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呈している。右壁にニッチのある小さな正面廊の奥に、

右側に開口部左側に入口のある僧坊が続き、僧坊の奥

壁にニッチが設けられている。

第 13窟（Fig. 44, 79）

　この石窟は、正面廊とその奥の僧坊で構成される。

正面廊のファサードは倒壊しているが、右壁にニッチ

を持つ。僧坊にもう壁にニッチが設けられている。

第 14窟（Fig. 44, 79）

　この石窟は、第 13窟と隣り合って非常に近接して

いるばかりか、窟の構成まで非常に類似している。

第 15窟（Fig. 45, 80-81）

　第 14窟から、50ｍ程離れ、6ｍ程上ったところに

ある第 15窟は、正面廊と祠堂で構成されるチャイティ

ヤ窟で､ 正面廊の左右に僧房が設けられている。これ

らの僧房には奥にそれぞれベッドとして用いられたと

思われるニッチが設けられており、扉を取り付けえた

痕跡がある。正面廊には 4本の八角柱があって、柱列

の両端には砂時計型のピラスターがある。

　祠堂入口には広く開けられており、扉を取り付けた

痕跡はない。祠堂は平天井で奥行きの深い長方形平面

であり、奥にストゥーパが設けられている。

第 16窟（Fig. 45, 82-84）

　第 15窟の前で折り返してさらに 6ｍ程上り、第 14

窟と第 15窟の中間に第 16窟から 19窟までの小さな

ヴィハーラ窟が一列に並んでいる。第 1窟から 14窟

までの石窟と比べると、開窟された岩盤の傾斜が緩や

かなので、内部空間に必要な高さを得るために、広い

前庭が設けられている。前庭の隔壁を隔てた左側に

は貯水槽がある。前庭の奥には右側に入口と左側に小

さな開口部を持った正面廊があり、この左壁にはニッ

チが設けられている。第 2窟から 14窟までの僧坊窟

と異なり、正面廊の入口にも扉の痕跡がみられる。正

面廊奥壁右寄りに扉の痕跡のある入口の奥にある僧坊

は、左壁に寝台が設けられている。

第 17窟（Fig. 45, 84-86）

　第 16窟の右側にある 17窟は、これとほぼ同じ形式

のヴィハーラ窟であるが、正面廊の窓が大きく設けら

れている。また僧坊奥壁のニッチには、小壁が設けら

れている。このニッチにはおそらく赤土を原料とする

赤色のプラスターが残っている。

第 18窟（Fig. 45, 87-88）

　ヴィハーラ窟の構成は他の石窟と同様であるが、こ

の石窟は正面廊の中央に入口を設けその両側に大きな

開口部を配している。正面廊には左壁にニッチがある

が、第 17窟との間に貫通孔が開いている。正面廊奥

壁には扉の痕跡のある入口とその左側に小さな開口部

の痕跡がある。入口を入ると、奥壁にニッチを持つ僧

坊に至る。

第 19窟（Fig. 45, 89-91）

　奥行きのある前庭の奥に、右側に入口、左側に大き

な開口部を持つ正面廊がある。正面廊にニッチはない。

奥壁右側には、僧坊に通じる入口があるが、左側には扉

がなく廊下状に曲がった先にニッチが設けられている。

第 20窟から 26窟

　第 19窟から 50ｍ程離れた山中に第 20窟が、さら

に 30ｍ程斜面を登ったところに第 21窟から第 26窟

がある。器材の運搬等に支障を来すため、調査対象に

は含めなかった。

5. アジャンター石窟（Fig. 91-150）

　アジャンター石窟は、インド中部、マハラーシュト

ラ州のデカン高原の北端に位置している。数十メート

ルの高さに隆起するガートを南から下ったその先に、

街道から西にはずれた山中に隠れるように開窟されて

いる。

　古代、仏教が栄えた頃のインドには数多く見ること

のできたであろう仏教寺院、僧院、ストゥーパ（仏塔）

は、そのほとんどが失われてしまったのに対し、石窟

寺院はその立地と材質の特殊性のために多くが現存し

ている。アジャンター石窟寺院は主要街道に近く、そ

こから少し離れた場所に立地した仏教僧の修業の場

だった。仏教が衰退し、一旦放棄されると深いジャン

グルに覆われた。土着の民か、ヒンドゥー教の修行僧

が住み着いたり、エローラ石窟のように近世になって

イスラム軍隊が駐屯し、改変と彫像の破壊が為された

石窟もあるが、多くはそのまま放置された。また木造

やレンガ造に比べ、残りのよい石造の構造物の中でも、

岩盤の中に内部空間だけを穿った建築である石窟寺院

は、風雪にさらされて摩滅することも少ない。アジャ
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ンターのある地域の岩質は、比較的堅く、かといって

彫刻が出来ないほど堅くない玄武岩（火山岩の一種）

であるため、内部空間はほとんど摩滅がないばかりか、

テンペラ画系統の画法で描かれた壁画も多数残ってい

る。アジャンターは 5世紀の壁画を有するインド唯一

の遺跡であるため、壁画に関心が集中しがちであるが、

壁画の他にも、彫刻をはじめとした美術的遺産、また

建築装飾も多く残されており総合的に考察する必要が

ある遺跡である。

　アジャンター石窟寺院群は 1819年 4月 28日、虎狩

りに来ていた英国の騎兵隊員ジョン・スミスによって

発見され、世界の注目を集めるようになると石窟の実

測、壁画の模写などが開始された。現在は、インド考

古学、建築、美術の最も重要な遺跡のひとつと位置づ

けられ、調査研究が続くとともに、1983年には世界

遺産にも登録された（Fig. 92, 93）。

　30を越える石窟は、ワゴーラー川が大地を浸食し

て出来た馬蹄形の断崖の南に面した壁面を中心に穿た

れている。石窟群は、紀元前後に開窟されたと考えら

れる前期石窟と、数世紀の間隙を経て開窟された、５

世紀後半の後期石窟に分けられる。前期石窟（第 9、
10、12、13A、15A）は、石窟群の中央部にほぼ南面し

ており、最も低く河床に近いところつまり開窟や開窟

後の生活に最も適したところに開窟されている。これ

らはサータヴァーハナ朝の庇護を受けて開窟された。

サータヴァーハナ朝はローマ帝国との海上貿易で知ら

れるインド南東部アーンドラ地方の王朝で、豊富な資

金を得た商業階級が、身分差別のない仏教を支援して

いた様子が窺える。

　後期石窟はヴァーカータカ朝に関係のある施主に

よって開窟されたと考えられている。ヴァーカータカ

朝は古代インドの建築、美術、文学を含めた総合芸術

を開花させたグプタ朝と婚姻関係にあった王朝で、ア

ジャンターにもグプタ芸術が色濃く残されている。た

だしヴァーカータカ朝の中心地はアジャンターの東

方、ラームテークであり、中心地の芸術作品と比べる

と、アジャンター芸術は地方芸術の感がぬぐえない。

　石窟寺院はストゥーパ（仏塔）を祀るチャイティヤ

（祠堂）窟と、ヴィハーラ（僧院）窟に大別される。チャ

イティヤ窟は、馬蹄形の壁面もしくは列柱に囲われた

空間の奥に、ストゥーパを安置する。ストゥーパはも

ともと釈迦の遺骨を安置したものであるが、石窟のス

トゥーパは形態を写したもので、実際に釈迦の遺骨は

発見されていない。ヴィハーラ窟はほぼ正方形の広間

の左、右、後壁に、修行僧の住居である小さな房室（僧

房）を設けた石窟である。前期窟は、広間の周りに簡

素な装飾を施された僧房のみが設けられている。後期

窟では、後壁中央にストゥーパもしくは仏像が安置さ

れ、華やかに荘厳されている。これは修行僧のための

房室と置き変わる形で設けられたものである。これに

伴い崇拝物を飾るための世俗習慣としての彫刻や壁画

も導入され装飾的空間へと変化していった。アジャン

ターの場合、第 9、10、19、26、29窟がチャイティヤ

窟で、残りがヴィハーラ窟である。

　今回の調査では、馬蹄形の渓谷に沿って開窟された

石窟群のうち、西側に位置する第 21窟から 26窟複合

体を調査対象とした。これらの石窟をアジャンターの

西にあることから西群と呼ぶことがある。これら西群

の石窟群は 5世紀後半にヴァーカータカ朝の下で開窟

されたもので、第 26チャイティヤ（祠堂）窟の他は

全てヴィハーラ（僧房）窟である。これらの石窟は全

て未完成であるが、ほぼ完成し、信仰を集めていたと

考えられる第 26窟から、内部空間はほとんど前廊を

除いて床が全く整えられておらず、仏殿も開いていな

い 24窟まで、その完成度には差がある。主に正面廊、

前廊に着目して記述する（Fig. 94-97）。

第 21窟（Fig. 102-107）

　第 21窟は、西群の一番北にある石窟で、前庭には

右側に貯水槽がある。正面廊は 4本の柱で支えられた

構造だが柱は全て 20世紀の修復である。正面廊奥壁

には中央に広間につながる扉口と左右に正方形の窓を

持つ。左右端部はそれぞれ二本の柱で区切られた前室

を持つ二重僧房がある。

　広間は 12本の柱とそれにつながる梁形と敷居に

よって前廊、左右廊、後廊、広間に分割されている。

左廊と右廊には 5つの僧房が開いているが、中央の僧

房のみに前室が設けられている。後廊には中央に前室

付きの仏殿の他、左右に前室付き僧房が配置されてい

るが、左の前室には僧房が 2室設けられる。

　仏殿の入口装飾にアーチ状の枠があるが、彫刻装飾

はない。仏殿内部には坐仏三尊像が安置されているが、

右側の菩薩像は、上半身しか彫刻されていない。

左廊第 4僧房上部に椅坐仏三尊像の壁画がある。その

反対側の右廊第 4僧房の上部にはモルタルで仕上げら

れた壁面はあるが壁画は描かれていない。
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第 23窟（Fig. 108-114）

　第 23窟は、第 21窟とほぼ同じ構成であるが、貯水

槽が前庭右側ではなく左側にあること、右廊と左廊の

前室付き僧房のないこと、後廊の前室付き僧房が左右

とも僧房が 1室である点が異なる。また仏殿は完成し

ているわけではなく扉口はまだ整形されておらず、扉

口の装飾もみられない。さらに仏像は全く掘り出され

た形跡がない。石窟内に漆喰を塗った壁面はなく、一

部成形されているに過ぎない。

　正面廊は、4本の柱で構成され、左右両端部に前室

付き僧房がある。

第 21窟と第 23窟の正面廊の位置関係（Fig. 95-101）

　ほぼ同じ規模の第 21窟、23窟と、これらより一回

り大きい第 24窟は全てヴィハーラ窟で、もともと前

庭で互いに往来可能であったが、第 24窟前庭が他よ

りも約 70cm高い。第 21窟と 23窟の間には、一段高

くなったところに、第 23窟前庭につながる階段から

アプローチする小さな石窟、第 22窟がある。第 24窟

の左側には、この水平面から下がって第 26窟の前庭

がある。

　第 21窟の正面廊には、左右にほぼ同じ規模の前室

付き僧房が設けられている。右側の僧房は前室の幅

が 3,140mm、奥行が 3,092mm、奥室は幅 3,146mm、奥

行 2,961mmのほぼ正方形である。これに対し左側は前

室 （幅 3,165mm、奥行き 2,645mm）、奥室（幅 3,164mm、

奥行 2,650mm）ともに奥行きが小さい。

　第 23窟の正面廊にも左右にそれぞれ列柱付前室が

設けられ、左側には奥に僧房がつけられているが、右

側は房室の扉口とその奥のごく一部が粗削りされて

いるに過ぎず、奥壁中央には第 21窟正面廊左房室と

の間に貫通孔が開いている。まさに房室の掘削が始

まった時点で中断されているのである。前庭右には幅
2,718mmに渡って垂直の壁がある。また前庭左側には

放置された岩盤が残るが、現在の前庭左壁との間の距

離は、3,095mmである。この垂直壁は、開窟の初期の

段階で正面廊として計画された痕跡であると考えられ

る。換言すると、第 23窟は現在よりも右側に計画さ

れていたが、貫通孔の開いている第 21窟正面廊左僧

房及び 23窟の正面廊右僧房が前室付き僧房に計画変

更されたことにより、現在の位置に開窟されたと見る

ことができるのである。

第 24窟（Fig. 115-122）

　第 21、23窟は石窟内の右壁、左壁にそれぞれ 5つ

の僧房を設けるよう計画された石窟であるが、第 24

窟はこれらよりも大きくそれぞれ 7つの僧房を設ける

ように計画されたことがわかる。ただし完成度は高く

なく、前廊の床が両端を除いてほぼ整えられているの

みで、その他の廊と広間は手つかずの岩塊が多く残っ

ている。

　第 24窟正面廊は、内部に比べてほぼ完成に近い完

成度を示す。6本の列柱で支えられた正面廊の奥壁に

は中央の主扉口のほかに左右端にそれぞれ扉口が設け

られ、仏立像を中心とした扉口装飾がなされているこ

れらの扉口の間には正方形の窓が設けられている。正

面廊の左右端には、前室付きの僧房が設けられている。

柱はおおよそ削り出されているが、エンタブラチュア

の彫刻装飾は彫り込まれていない。

　第 24窟前庭には、左壁に貯水槽が設けられている。

右壁には、前室付き小祠堂第 24A窟がある。第 24A窟

は 3尊形式の仏椅坐像を本尊とする小祠堂で、祠堂の

左右壁および前室左右壁にも仏立像があって、全部で
6体の仏立像が本尊の両側に設けられている。アジャ

ンターでは最も後期の仏像の形式であるとされる。

　第 24窟は正面廊左右に前室付き僧房が設けられて

いるが、第 21窟及び 23窟の間のような問題はない。

第 21窟正面廊左端の付柱と第 23窟正面廊右端の付柱

の間隔は 11,464mmであるが、第 23窟正面廊左端と第
24窟正面廊右端の付柱の間隔は 15,207mmである。前

述のように前庭左に設けられた第 24A窟は第 25窟前

庭の下に穿たれており、これと同様に正面廊僧房も第
25窟の下に開窟されている。

第 25窟（Fig. 131-136）

　第 25窟は、主窟であるチャイティヤ窟の右上方に

位置する未完の石窟である。前庭と正面廊、それから

僧房のない広間で構成されている。前庭へは、第 24

窟前庭から細い階段でアプローチする。この前庭は、

他の石窟と異なり、岩塊の表面から中に彫り込まれて

いる。あたかも天井のある前庭になっているのである。

この前庭の右壁には、基壇のような台とその奥に一段

彫り込まれたニッチが設けられている。

　単純な八角柱 2本で構成される正面廊は、前庭から

一段上がったところにある。この正面廊には左側に空

間が廊下状に拡張されている。その先に房室が 2室設

けられている。左右非対称であり、廊下状の空間の奥
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に設けられた未完の房室 25PLbは、第 26チャイティ

ヤ窟との間に貫通孔がある。また 25PLaも未完であり、

これらの房室は、当初から計画されたものだとは考え

られない。

第 26窟（Fig. 137-145）

　第 26窟の正面廊は 4本の柱で構成されている。正

面廊左端には、前室付き僧房があるが、僧房が前室の

奥にあるのではなく、右壁に設けられている。右端に

は奥壁と左壁に 1つずつ計 2つの僧房が設けられてい

る。正面廊奥壁には中央の主入口の他に左右に 1つず

つ入口があり、右入口の上部にチャイティヤ窟造営

に関わる刻文が刻まれている。ファサードは、庇の下

には目立った装飾はないが、庇の上には中央に大きな

チャイティヤ窓があって、その両脇のニッチに小さな

クベーラの像が、その外側の大きなニッチに仏立像が

置かれている。その上部には二層の壁龕の中に仏坐像

のレリーフが供養者、踊り子などをともなって描かれ

ている。

　石窟内部には、28本の柱があって中央にストゥー

パが置かれる。柱は左右それぞれ 14本ずつ配置され

るが、柱は大きく三種類に分けられる。1つは中央入

口脇にある正方形断面の柱で、上部に女身像の持ち送

りがある。身廊のストゥーパ横までの 10本の柱は、8

角形、16角形、32角形、円形断面を組み合わせた複

雑な柱である。ストゥーパ横から後にかけては単純

な 8角形断面の柱となる。この柱の上部のエンタブラ

チュアには、仏龕を並べた装飾がみられる。個々の仏

龕を枠取りする祠堂建築は複雑で、壁龕の基壇、柱、

持ち送りの様式が仏龕ごとに異なっている。天井には

輪垂木が石で掘り出され、格天井を組むように描かれ

た格子の中に様々な文様が描かれる。

　左廊の彫刻には、釈迦涅槃像は涅槃像としてはイン

ド最大の規模を持つ。顔面は一部修復されているが、

ほぼ造営当時の様相を示す。寝台の下には背を向けた

弟子達の姿を、寝台の側に沙羅双樹、上空には飛天の

姿を描く。上部の飛天の中には漆喰に描画されただけ

のもの、沙羅双樹には緑色の顔料が残る。

　この涅槃像の奥には降魔成道の場面を描いたパネル

があるが、この他は仏像がしめる。右廊には等身大以

上の仏像が、等間隔で並ぶが、礼拝のための彫像とし

ての性格が強く、3尊形式で説法印を結ぶ椅坐像が多

い。側廊は奥に行くにしたがって、彫像の大きさなど

がまちまちになり、統一感に欠けるようになる。

　石窟の全体像について左右のプログラムと建築ディ

テールをみると、柱の上部で差異が見られる（Fig. 

140, 141, 142）。左廊側では、柱頭持ち送りの上に台輪

をおいて、一段段差をつけたような形状となっている

が、右廊側では柱頭から直接側廊の平天井につながっ

ている。この矛盾は後廊で露見するが、左右の廊で、

なるべく目立たないように調整しているのがわかる。

ベドゥサー第 7窟、第 11窟でもみられたことであるが、

左右のプログラムは同じでも、建築的詳細が異なって

いる。異なる地方出身、また異なる伝統を受け継いだ

技術者集団が同時に石窟の造営に従事していたことが

想定される。

第 26窟右翼（Fig. 137）

　第 26チャイティヤ窟の右側に、開窟されているこ

の石窟は、広間の天井まで倒壊しているが、正面廊と

広間で構成される石窟として計画されたものと考えら

れる。現状は、26窟と共有する前庭から階段で僧房

のない正面廊にアプローチする。階段を上った框の左

壁、正面廊左壁には彫像が彫られている。框の左壁は
2段に分けられていて、上段に仏立像、下段に八難救

済観音菩薩像が彫られている。正面廊左壁には仏三尊

像の立像がある。正面廊奥壁の装飾の痕跡のある扉口

を広間に入ると左壁奥と右壁手前に僧房がある。左壁

奥の僧坊 L1は扉を取り付けた痕跡が残っている。ま

たこの僧坊は通常の僧房と異なり、広間より一段低く

造られている。この僧坊には扉口と反対側にニッチが

設けられている。左壁中央には三尊形式の仏椅坐像の

レリーフがあり、左壁手前には、枕を彫りだし、脚を

彫りだした寝台状のニッチが設けられている。

　後壁、右壁奥には僧坊は設けられていないが、右壁

手前の僧房 R1は扉口の前に一段踏み段が設けられ広

間より高い位置に床が設けられている。現在は床の 2

／3を残して倒壊している。この石窟には正面廊の右

側に石窟外からアプローチする貯水槽が設けられてい

る。したがって正面廊僧坊は当初は設ける計画がな

かったものと考えるのが妥当である。

第 26窟左翼（Fig. 146-147）

　第 26チャイティヤ窟の左側の階段を上った所に開

窟されているこの石窟は、正面廊、広間、前室付き仏

殿が一直線上に設けられ、正面廊、広間の右側に僧房

が残る。第 26右翼と比べ幅の広い框を過ぎて、2本

の柱の痕跡のある正面廊に至る。広い框の右側には建
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立とは異なる時代と考えられる刻文が刻まれている。

正面廊には右端に前室付き僧房が設けられている。正

面廊奥壁派左半分が倒壊しているが、右側には小さな

正方形の窓が設けられている。中央には半円状の床装

飾であるチャンドラシラーが付いた装飾された扉口が

あって、幅は広くないが、内側の痕跡から両開きであ

ることがわかる。左壁は倒壊しているが、右壁には 3

つの僧房があって中央の僧房のみ前室が設けられてい

る。後壁には前室部分が張り出した前室付き仏殿があ

る。仏殿には 3尊形式の仏椅坐像が安置されているが、

扉の左半分より上は修復されたものである。前室の両

脇は細い通路状になっていて、それぞれ一つずつの僧

房が設けられている。

第 27窟（Fig. 148-150）

　第 26窟左翼の上部にある第 27窟は、現在広間と奥

壁に 4つの僧房、右壁中央に未完の前室状の室とその

両脇に一つずつの僧房、正面廊右僧坊で構成されてい

る。第 26窟前庭より勾配の強い階段などで、正面廊

にアプローチしたものであろう。広間の左側 1／4ほ

どが倒壊し、正面廊もない。僧房は正面廊右僧坊を除

いて全て未完で、後廊左側の二つの僧房は壁が倒壊し

ている。

　正面廊右端にある前室付き僧房は、僧房奥壁にニッ

チと天井に同心円状の天井画の痕跡がある。この天井

画には中央に金具を指した痕跡があるので、アジャン

ターの他の石窟と同様に花綱を掛けて礼拝のために用

いたものではないかと考えられる。その場合奥壁のニッ

チに礼拝のための彫像などをおいた可能性がある。

第 26窟複合体（第 25窟、26窟右翼、26窟左翼、27窟）

と第 24A窟の関連性について（Fig. 123-150）

　アジャンター第 26窟はチャイティヤ窟を中心にし

て、その左右にヴィハーラ窟を上下二層に配置してい

る複合窟であると考えるのが妥当である。つまり 5つ

の石窟によって、中央に礼拝のための祠堂とその左右

に上下二層のヴィハーラ窟で構成される修道施設と見

なすことができる。中央の祠堂窟を第 26チャイティ

ヤ窟、下層のヴィハーラ窟をそれぞれに第 26窟右翼、

第 26窟左翼、上層にあるヴィハーラ窟は右側を第 25

窟、左側を第 27窟と呼ぶ。この複合窟の正面廊僧房は、

第 26チャイティヤ窟には左右にそれぞれ前室付き僧

房が設けられている。正面廊左僧房には前室の右側に

のみ僧房が設けられているが、右側は前室の左側と奥

にそれぞれ僧房が設けられている。

　第 26窟右翼には正面廊僧房はなく、正面廊の右側

には貯水槽が設けられている。また石窟広間の僧房も

右壁前部と左壁後部にそれぞれ 1室ずつ設けられてい

るに過ぎない。第 26窟左翼は、石窟の左側が崩落し

ているので僧房の状態は不明であるが、正面廊右側に

は前室付き僧房が設けられている。

　これらの配置を見ると、前庭に面して第 26窟と左

翼、右翼の正面廊が設けられ、それぞれの中央に階

段が取りつけられている。第 26窟右翼は第 26チャイ

ティヤ窟正面廊の右のピラスター付近に上がり框状の

幅の狭い踏み段を取ってすぐに列柱のある正面廊が続

いている。ところが左翼はこの上がり框状の踏み段の

幅が広く、左翼の正面廊は、右翼に比べて 2mほどセッ

トバックしている。これらの位置から、第 26窟右翼

が計画され、正面廊が掘削されていた時点では、正面

廊僧房は計画にはなかったことが分かる。つまり、第
26チャイティヤ窟の正面廊右僧房前室が、第 26窟右

翼の正面廊左僧房のあるべきところに存在しているの

である。第 26チャイティヤ窟と第 26窟左翼を見ると、

第 26窟左翼の上がり框がセットバックしているため、

第 26チャイティヤ窟の正面廊左僧房前室と、26窟左

翼の正面廊右僧房前室の両方を設けることができるの

である。

　次に上階の正面廊を見ると、第 27窟は渓谷側が崩

落しており、アプローチすら明らかでないが、第 26

窟左翼の正面廊僧房と同じ位置に列柱の柱礎の痕跡が

見られるため、こちら側に正面廊が設けられていたも

のと推測できる。

　第 25窟は、第 27窟よりも断崖から奥まったところ

に前庭が開窟され、正面廊は奥まった岩肌の中にある。

正面廊右には僧房はないが、左側には変則的な前室の

奥と右側に開窟と中の僧房が設けられている。奥の僧

房は、第 26窟チャイティヤ窟のヴォールト天井との

間に貫通孔が開いている。

　また通常は広間よりも高い位置に僧房の床が設けら

れるが、第 26窟右翼の左壁の僧房は床が広間よりも

低い。これは直上に第 24窟前庭左側に設けられた第
24A窟と呼ばれる小祠堂があるためで、この小祠堂内

部は前庭よりも床が高い。この小祠堂の上には第 25

窟の前庭があって、前庭の右側壁際に基壇が設けられ

ている。つまり、第 26窟右翼左壁僧房の上に第 24A窟、

その上に第 25窟前庭が積み重なっているのである。
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Fig.2  Bedsa Site Plan Data

Fig.1  Bedsa Cave Distant View
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Fig.3  Bedsa Site Perspective View Data

Fig.4  Bedsa Caitya Cave Plan Data
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Fig.6  Bedsa Caitya Cave B-B Section Data

Fig.5  Bedsa Caitya Cave A-A Section Data
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Fig.8  Bedsa Caitya Cave D-D Section Data

Fig.7  Bedsa Caitya Cave C-C Section Data
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Fig.9  Bedsa Caitya Cave Façade

Fig.10  Bedsa Caitya Cave Façade
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Fig.12  Bedsa Caitya Cave Façade

Fig.11  Bedsa Caitya Cave Porch Capital
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Fig.13  Bedsa Caitya Cave Porch Right

Fig.14  Bedsa Caitya Cave Porch Left
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Fig.16  Bedsa Caitya Cave Porch Door

Fig.15  Bedsa Caitya Cave Caitya Window
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Fig.17  Bedsa Caitya Cave Porch Left Door

Fig.18  Bedsa Caitya Cave Porch Right Window
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Fig.20  Bedsa Caitya Cave Porch Left Cell

Fig.19  Bedsa Caitya Cave Porch Left Cell
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Fig.21  Bedsa Caitya Cave Porch Left Cell

Fig.22  Bedsa Caitya Cave Interior
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Fig.24  Bedsa Caitya Cave Caitya Window

Fig.23  Bedsa Caitya Cave Caitya Window
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Fig.25  Bedsa Caitya Cave Ceiling

Fig.26  Bedsa Vihara Cave Plan DataBedsa Vihara Cave Plan Data 



森　雅秀・矢口　直道

32

Fig.28  Bedsa Vihara Cave Façade

Fig.27  Bedsa Vihara Cave A-A Section Data
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Fig.29  Bedsa Vihara Cave Interior

Fig.30  Bedsa Vihara Cave Interior, L1 - L3



森　雅秀・矢口　直道

34

Fig.32  Bedsa Vihara Cave Cell L3

Fig.31  Bedsa Vihara Cave Interior, PL - L1
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Fig.33  Bedsa Vihara Cave Cell L3, Door Device

Fig.34  Bedsa Vihara Cave Cell L3, Stone Bed
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Fig.36  Bedsa Vihara Cave Interior, L4-5

Fig.35  Bedsa Vihara Cave Cell L3, Stone Bed
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Fig.37  Bedsa Vihara Cave Interior, L4-5

Fig.38  Bedsa Vihara Cave Cell L5
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Fig.40  Kuda Caves Site Plan Data

Fig.39  Kuda Site View
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Fig.41  Kuda Caves Perspective View Data

Fig.42  Kuda Caves 1 - 7 Plan Data



森　雅秀・矢口　直道

40

Fig.44  Kuda Caves 15 - 19 Plan Data

Fig.43  Kuda Caves 5 - 14 Plan Data
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Fig.45  Kuda Cave 1 Plan Data

Fig.46  Kuda Cave 1 Section Data
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Fig.48  Kuda Cave 1 Interior

Fig.47  Kuda Cave 1 Façade
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Fig.49  Kuda Cave 1 Sanctum

Fig.50  Kuda Cave 2 Façade
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Fig.52  Kuda Cave 3 Façade

Fig.51  Kuda Cave 2 - 6 Façade
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Fig.53  Kuda Cave 3 Façade, Stupa

Fig.54  Kuda Cave 3 Porch Right
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Fig.56  Kuda Cave 4 Section Data

Fig.55  Kuda Cave 4 Plan Data
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Fig.57  Kuda Cave 4 Façade

Fig.58  Kuda Cave 4 Interior
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Fig.60  Kuda Cave 5 Façade

Fig.59  Kuda Cave 4 Façade, Reiling
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Fig.61  Kuda Cave 5 Left Cell

Fig.62  Kuda Cave 5 Right Cell



森　雅秀・矢口　直道

50

Fig.64  Kuda Cave 6 Section Data

Fig.63  Kuda Cave 6 Plan Data
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Fig.65  Kuda Cave 6 Perspective Data

Fig.66  Kuda Cave 6 Façade
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Fig.68  Kuda Cave 6 Interior

Fig.67  Kuda Cave 6 Porch Left
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Fig.69  Kuda Cave 6 Interior Right Wall Relief

Fig.70  Kuda Cave 6 Interior Left Wall
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Fig.72  Kuda Cave 6 Sanctum

Fig.71  Kuda Cave 6 Antechamber
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Fig.73  Kuda Cave 6 Sanctum

Fig.74  Kuda Cave 9 Façade
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Fig.76  Kuda Cave 9  Interior

Fig.75  Kuda Cave 9 Porch Right
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Fig.77  Kuda Cave 10 Façade

Fig.78  Kuda Cave 12-14 Façade
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Fig.80  Kuda Cave 15 Interior. Sanctum

Fig.79  Kuda Cave 15 Façade
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Fig.81  Kuda Cave 16 Façade

Fig.82  Kuda Cave 16 Porch Left
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Fig.84  Kuda Cave 17 Façade

Fig.83  Kuda Cave 16-19 Façade
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Fig.86  Kuda Cave 18 Façade

Fig.85  Kuda Cave 17 Porch Right
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Fig.88  Kuda Cave 19 Façade

Fig.87  Kuda Cave 18 Porch Left
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Fig.89  Kuda Cave 19 Porch Left

Fig.90  Kuda Cave 19 Porch Right
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Fig.92  Ajanta Caves Site Plan Data

Fig.91  Ajanta Caves Distant View
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Fig.93  Ajanta Caves 21-26

Fig.94  Ajanta Caves 21 - 27 Perspective Data
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Fig.96  Ajanta Caves 21 - 27 Perspective Data 2

Fig.95  Ajanta Caves 21-27 Plan Data
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Fig.97  Ajanta Caves 21-23 Section Data

Fig.98  Ajanta Caves 21-24 Plan Data
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Fig.100  Ajanta Caves 23-24 Section Data

Fig.99  Ajanta Caves 21-23 Porch Plan Data
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Fig.101  Ajanta Cave 21 Façade

Fig.102  Ajanta Cave 21 Porch Door
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Fig.104  Ajanta Cave 21 Porch Left

Fig.103  Ajanta Cave 21 Interior
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Fig.105  Ajanta Cave 21 Porch Left Cell

Fig.106  Ajanta Cave 21 Porch Right
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Fig.108  Ajanta Cave 23 Facade

Fig.107  Ajanta Caves 23 Section Data
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Fig.109  Ajanta Cave 23 Porch Door

Fig.110  Ajanta Cave 23 Porch Left



森　雅秀・矢口　直道

74

Fig.112  Ajanta Cave 23 Porch Right Cell

Fig.111  Ajanta Cave 23 Porch Right
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Fig.113  Ajanta Cave 23 Interior

Fig.114  Ajanta Caves 24 Section Data
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Fig.116  Ajanta cave 24 Façade

Fig.115  Ajanta Caves 23 - 24 Porch Plan Data
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Fig.118  Ajanta cave 24 Porch Left

Fig.117  Ajanta cave 24 Porch Door
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Fig.120  Ajanta cave 24 Interior, Hall

Fig.119  Ajanta cave 24 Porch Right
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Fig.122  Ajanta Caves 24 - 27 Plan Data

Fig.121  Ajanta cave 24 Interior, Left Aisle



森　雅秀・矢口　直道

80

Fig.124   Ajanta Caves 26 Complex Plan Data 2

Fig.123  Ajanta Caves 26 Complex Plan Data 1
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Fig.126  Ajanta Caves 26 Complex A-A Section Data

Fig.125  Ajanta Caves 26 Complex Plan Data 3
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Fig.128  Ajanta Caves 26 Complex C-C Section Data

Fig.127  Ajanta Caves 26 Complex B-B Section Data
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Fig.129  Ajanta Caves 26 Complex Perspective Data 2

Fig.130  Ajanta cave 24A Façade
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Fig.132  Ajanta cave 25 Court

Fig.131  Ajanta cave 25 Distant View
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Fig.133  Ajanta cave 25 Court, Pedestal

Fig.134  Ajanta cave 25 Porch Left
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Fig.136  Ajanta Cave 26RW Interior

Fig.135  Ajanta cave 25 Interior
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Fig.137  Ajanta Cave 26 Façade

Fig.138  Ajanta Cave 26 Interior, Hall
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Fig.140  Ajanta Cave 26 Interior, Right Aisle

Fig.139  Ajanta Cave 26 Interior, Left Aisle
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Fig.142  Ajanta Cave 26 Interior, Ceiling

Fig.141  Ajanta Cave 26 Interior, Back Aisle
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Fig.144  Ajanta Cave 26, Porch Right

Fig.143  Ajanta Cave 26, Porch Left
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Fig.146  Ajanta Cave 26LW Façade

Fig.145  Ajanta Cave 26LW Distant View
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Fig.148  Ajanta Cave 27 Porch Right

Fig.147  Ajanta Cave 27 Interior
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Fig.149  Ajanta Cave 27  Porch Right Cell, Ceiling

Fig.150  Ajanta Cave 27  Porch Cell, Interior


